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分析フェーズ：みえる化－時間分析

業務調査票やインタビューを通じ、“誰が・何に・どれだけ”従事しているかを“みえる化”。
その上で、検討の方向づけを図ります

業務調査票による実態把握の例 仕事のみえる化と検討の方向づけ
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デジタル化以外の
打ち手を検討

部門×業務×概算従事時間を棚卸し 従事時間の長い業務や効率化対象業務を把握
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